
廃止措置の終了の確認申請書 

 

九大環安第１９２号 

令和２年７月２９日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

 

 

住所 福岡県福岡市西区元岡７４４     

氏名 国立大学法人 九州大学       

学長 久保 千春       

 

 

九州大学工学部における核燃料物質の使用に係る廃止措置の終了確認について 

 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第５７条の５第３項において準

用する同法第１２条の６第８項及び国立大学法人法施行令第２５条第１項第１５号におい

て準用する規定に基づき定められた核燃料物質の使用等に関する規則（昭和３２年１２月

９日総理府令第８４号）第６条の６の規定により次のとおり廃止措置の終了確認を申請し

ます。 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人にあっ

ては、その代表者の氏名 

国立大学法人九州大学 

福岡県福岡市西区元岡７４４ 

学長 久保 千春 

工場又は事業所の名称及び所在地 
九州大学工学部 

福岡県福岡市東区箱崎六丁目１０番１号 

使用施設等の解体の実施状況 別紙の通り 

核燃料物質の譲渡しの実施状況 別紙の通り 

核燃料物質による汚染の除去の実施状況 別紙の通り 

核燃料物質又は核燃料物質によって汚染

された物の廃棄の実施状況 
別紙の通り 

 

 





－ イ ． 使用施設：エネルギー科学科放射性同位元素実験室1階（図7)

HlO l放射性材料実験室、 H102染検査室、 H103放射化学実

験室、 H1 0 4抽出室、 H105核燃料室、 H106遮蔽室、 H1 0 

7廃棄物処理室、 H109学生化学実験室、 Hll0/3，γ室、 Hl

1 2α低パック室

構造：鉄筋普通コンクリ ート

使用設備：ドラフトチャンパー7台（H1 0 1: 2台牢、 H1 0 3 *, 

H105、 H107、 H1 0 9＊、 HllO：各1台）、 消火器7個、

消火設備1台、 火災報知器11個

汚染検査設備：ハンドフットクロズモニタ 1台、 GMサーベイメ ー

タ 2台、 シンチレー ションサーベイメ ータ 1台、 中性子サ ーベイ

メ ー タ 1台

・ ロ ． 貯蔵施設・（1) H108貯蔵室（図5、 図7)

構造：鉄筋コンクリ ート

貯蔵設備：貯蔵庫18 個

(2) H104抽出室（図5、 図7)

構造：鉄筋コンクリ ート

貯蔵設備：鉄製保管用ラック5台

( 3） 放射性廃棄物格納庫内の貯蔵用保管庫（図5)

構造：鉄筋コンクリ ート

貯蔵設備：鉄製キャビネット3台

・ハ． 廃棄施設：（4）排風機室（図8 ～図11) 

構造：鉄筋コンクリ ート

排気設備：排気処理装置用1台＊、 局部排気用1台

排気管木、 排気口牢

( 5）排水浄化槽室（図12、 図13) 

構造：軽量気泡コンクリ ート













（１） 放射性気体廃棄物の廃棄 

排気設備の撤去までは既設の排気設備を使用し、排気筒から放出した。排気設備

及び排水設備等の解体時には Ｇ／Ｈ に接続した高性能フィルタを備えた局所排気

装置によって処理した後、局所排気装置の排気口に接続した排気筒を屋外まで通し

管理濃度以下で放出した。 

（２） 放射性液体廃棄物の廃棄   

液体廃棄物の発生はなかった。 

（３） 放射性固体廃棄物の廃棄 

廃止措置で発生した放射性固体廃棄物については、ドラム缶に封入後に放射性廃

棄物格納庫に一時保管し、順次九州大学核燃料物質取扱施設へ搬送した。 

添付資料３に搬送の概要と核燃料廃棄物譲渡書、譲受書並びに核燃料廃棄物（ド

ラム缶）の事業所の外における運搬の輸送物表面線量当量及び表面汚染密度の記録

を示す。また、保管先におけるドラム缶の保管状況の写真を参考資料 1に示す。 

 

５．放射線管理記録の引き渡し  

  規則第２条の１１第１項に規定する放射線管理記録は、公益財団法人放射線影響協会 

への引き渡しを令和２年３月２４日及び令和２年７月２０日に完了している。添付資料４

に放射線管理記録受領書の写しを示す。 

 

６．廃止措置期間中の作業者の放射線被ばく管理と作業実績 

（１）放射線被ばく  

工学部管理区域の全域における廃止措置作業期間中の１センチメートル線量当量

率は、バックグラウンドレベルの０．０５～０．０７μSv/h であった。 作業者

は、ガラスバッチを着用し被ばく線量を測定したが、作業期間中における作業者の

外部被ばくは検出されなかった。また、作業場所の空気中放射能濃度測定を作業前

後に実施し、有意な内部被ばくはないことを確認した。 

（２）作業実績 

  廃止措置作業の作業実績を参考資料２に示す。作業期間は、平成２９年１２月２５日か

ら令和２年６月２４日であった。また、廃止措置作業状況の写真集を参考資料３に示す。 

 

 

  



図１ 九州大学工学部の位置



図２ 九州大学工学部周辺図
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排水浄化槽室
放射性廃棄物
格納庫

危険物
貯蔵所

理学部
原子核実験室

貯水槽

工学部建築学科

エネルギー科学科

情報基盤センター

使用施設

管理区域

周辺監視区域
２５ｍ

図４ 管理区域、周辺監視区域及び使用施設

中継槽
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図５ 貯蔵施設

中継槽



図６ 廃棄施設

排水浄化槽室放射性廃棄物
格納庫

危険物
貯蔵所

理学部
原子核実験室
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排風機室（７F）
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